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ミニ賄贅相臓JttM凛暉酬ル春●力♪
「近く 大きな迪晨があるかもしれない 防災に関いはあるけれとも、時間的な制約で訓練などに参力0
できない.Jそのようなきさんにも気軽に立ち寄つていただけるように、オープンスペースで「ミニ鯰

災相談・体験会Jを開催します ぜひ足を運んでください。営様のご来場をお待ちしていま,

☆11月 9口 (本
' 133o～

1530  たまプラーザテラス (ステーションコート
'☆ 3月 2日 {金)13130～ 15.●0  青秦台東急スクエア
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u● 1本館 lFフ トリウム )
※音楽隊の登場は いずれも 1430～1530になります

●内容 :各種防災相談、防災用品の展示、0肺蘇生法の体験など

消防ふれあいフェア20,7を開催しきす′
家族くるみで楽しみながら自助 其助の重要性について学んでいたF_け る機会を提供し減災への取組を
推進することを83Jと しています 開催日時F_び実施内容等は下記のとおりです
イ スタンプラリー
、●こども防火衣を首て 放水体縞 ,AEDの 取り
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 ,い 1市銀生法の体験 ●防災センタ
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テンツの体験 |～ |を終了されたらにタカ嗜 を配●|します
2 出展
軽食 飲料及びS災グッズの有料販売 豚汁の無料配布 1先昔 200名程度

'

3 イベントフログラム
はじこ消¨車じ桑体験 曰本体育大学の指導 [よる体螢 演

'技
電 tダンス チアリーダー 新体操

タフルダッ子 エフロヒクス 元石川高校ダンス部の演技 横浜市音楽隊コンサート
=ど

開催曰時 平成 29年 11月 18曰 (■)午前
`0時
30分から午後 3時 (荒天中止)

場  P7 横浜市民防災センター及び沢渡中央公園 (神奈川区沢度牛 ¬
入場無料



☆大地震に対するご家庭での備え～これだけは準備しておこう :

☆嫁員の日き方、工大していますか,

食料・ 歌料水などの●二 十分ですか?
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日菫ガラス

強化ガラスにIIえた,飛敗鮨膨 ィルムt彊つたりする

電気やガス、水道などのライフラインが止まつた場合に備えて、普段から飲料水や非常食

などの億蓄をしておきましょう。防災のために特別なものを用意するのではなく、できるだ

け、彗段の生活の中で利用されている食品憲を備えるようにしましょう.

日食ll ttl i舌
`骨
畠などの中■の日(人螢分用意しましょう)

阪神・淡路大晨災0新潟県■越地震などでは、多くの方が倒れてきた家具の下敷きになっ
て亡くなつたり、大けがをしました 大地震が発生したときには「家具は必ず倒れるものJ
と言えて、転倒防止対策を藤しておく必要があります

・家具が転倒しないよう、家具は壁に固定しましょう.

寝室0子ども部屋には できるだけ家具を置かないようにしましょう。置く場合も なる
べく背の饉い家具にするとともに、側れた時に出入り□をふさいだりしないよう 蒙具の向

きや配置を工夫しましょう

手のBくところに、優中電灯やスリッパ、ホイッスルを備えておきましょう。

※備薔品はできれば7日ふ 最低でも3日分必要です。
飲R水 (1日 1人 3リットルが日匈

す1簿食 こ飯(アルフフ米ん0 ビスケット 板チョコ 乾バンなど
トイレットベー′
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 ティッシュベーパー マッチ ろうそく カセットコンロ など
通錯の食材を多めに■っておき 消費したら買い足す「ローリングストック」で消賣期pllれをなくします
消口錮限が比較的長< 常8でもB持ちする主食(乾麺など)が1営に有効です
カセットコン0とポンペがあれは ライフライン途絶時にも田理できます

ラップやウェットティッシュ 大きいポリ袋等は■
～
な腱い方llrでき■宝しま,

青彙消鱚団の主な活動 (10月 )
01032日 (月),消防団長及び副団長研修
010月 14曰 (■)横浜市消防操法技術割1痺会


